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衝
の
火
星

　
未
曾
有
の
大
接
近
を
や
る
今
年
の
火
星
は
さ
ぞ
美
事
な
事
で
此
れ
を

見
る
鴬
に
わ
ざ
／
、
望
遠
鏡
を
準
備
さ
れ
た
方
も
有
る
檬
で
あ
る
。
諸

種
の
難
誌
に
は
種
々
の
方
面
か
ら
書
か
れ
て
居
る
が
自
分
は
異
っ
た
方

酊
か
ら
帥
ち
主
ミ
し
て
望
遠
鏡
で
火
星
面
を
見
る
入
の
駕
に
書
く
事
に

す
る
。
同
好
會
員
中
望
遠
鏡
を
所
有
せ
ら
れ
る
方
は
約
五
十
名
も
あ
ら

う
ε
思
は
れ
る
か
ら
役
に
立
た
ぬ
事
も
な
か
ら
う
一
こ
思
ふ
。

　
地
球
よ
り
見
た
る
火
星
球
の
様
子
は
英
米
暦
の
巻
尾
の
　
国
讐
窪
Φ
蔚

穿
誤
診
8
H
O
げ
・
・
Φ
舞
叶
一
露
9
鼠
塁
の
所
に
引
け
ら
れ
て
居
る
が
必
要
な

部
分
を
次
の
表
ε
す
る
。

ロ
　
諸
海

刈
並
H
ロ
ー
H
謡

　
　
H
H
l
H
司

　
　
悼
H
l
b
っ
・
O

　
　
G
Q
一
一
悼
．
◎
◎

QD

@
　
同
O
I
博
．
α

　
　
悼
O
I
』
っ
．
呵

　
　
¢
噛
0
1
ゆ
．
㊦

Φ
　
　
　
⑩
一
b
D
臥

　
　
H
ψ
一
博
』

　
　
b
9
り
一
H
．
凶

晦
曜
調
論
認
轟
識
婿
㊦
耐
母
遇
糠
競
離

cQ

?
?
b

ω
埼
・
①

こ。

ｸ
●
O

こ噛

ｧ
レ

q。

㈱
?
D
O

QQ
N
㊤
．
g
Q

Gq

ｬ
O
⑩

QQ
t
駆
◎
．
b
の

。。

p
b
⊃
曜
Q
o

cQ

p
ゆ
ン

ー
回
o
D
．
o
O

l
H
o
D
．
α

1
μ
o
D
』

1
二
戸

一
H
⑰
．
㊤

1
罵
ト

ー
H
Φ
．
H

1
一
轟
・
』
⊃

一
霞
・
刈

－
門
門
ぴ

H
刈
●
賦
O
ご

H
㊤
浜
H

bD

g
』
b
っ

bD
早
B
．
H
O

b9

H
眺
α

悼
α
b
り

bう

?
D
o
D
O

bD
f
。
．
9

嵩
・
零

ゆ
O
b
ゆ

H
・
お
ご

H
・
q
Q
り

H
・
O
祠

O
■
①
①

O
・
b
D
嘱

9
0
Φ

O
臼
凶

O
．
似
Q
g

O
．
Q
D
｝
W

H
臼
の

bD

ｿ
b
D
』

bD

ｿ
q
Q
卜

鳩
α
α
．
o
O

悼
㊦
○
●
駅

悼
鵠
。
ゆ

。噂

ｨ
』

匂。

曹
p
・
ゆ

鰹
．
H

⑰
H
切

①
吟
“

しウ

aｽ

ｩ
b⊃
ｶQ

n
H
q
Q
o
D

に
○
◎

しゅ

g
◎
Q

ゆ
¢
。
O

団
ぬ

α
b
D

Q。

pf
bX

悼
G
Q
H

三
二

　
此
の
表
よ
り
七
月
一
日
の
火
星
の
形
を
書
く
ε
第
一
圖
の
様
に
な
る

　
此
の
午
後
十
時
に
経
度
∵
か
三
二
四
度
で
あ
る
か
ら
火
星
面
の
左
に
大

シ
ル
チ
ス
が
現
れ
て
居
る
。
叉
S
南
極
の
近
く
に
極
冠
が
美
事
に
見
え

て
居
よ
う
。

「
火
星
最
近
の
八
月
二
十
二
日
午
後
十
二
時
に
は
中
心
経
度
二
百
四
十

度
で
火
面
圓
を
見
る
一
こ
エ
リ
シ
ウ
リ
の
右
端
で
余
り
面
白
く
な
い
所
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。
む
し
ろ
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月
十
H
頃
大
シ
ル

第
蜜
腺
　
鶏
　
　
　
　
　
　
チ
ス
が
中
央
に
來

　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
昂

一

＼

鰐
諺

圓

軸
伊
の
・
ザ
和

る
時
が
最
も
面
白

い
だ
ら
う
ξ
思
ふ

八
月
二
十
二
日
で

も
午
前
二
時
三
時

は
雄
大
な
大
シ
ル

チ
ス
が
見
え
る
が
火
星
面
の
模
様
は
甚
だ
淡
く
良
い
望
遠
鏡
で
な
れ
な

い
ε
見
え
に
く
い
が
著
し
い
も
の
を
書
く
ざ
先
づ
南
極
の
極
冠
で
あ
る

此
れ
は
良
い
二
吋
で
も
見
得
よ
う
。
良
き
三
吋
な
ら
充
分
見
え
る
は
す

で
あ
る
次
に
南
極
の
周
り
に
あ
る
海
，
こ
よ
ば
れ
る
部
分
は
二
吋
で
存
在

を
四
吋
で
可
な
り
の
詳
細
を
見
得
よ
う
Q
海
の
中
で
最
も
著
し
い
大
シ

ル
チ
ス
は
良
き
二
尊
で
認
め
得
る
。
四
吋
で
火
星
の
グ
リ
ニ
チ
な
る
ア

リ
ン
の
v
は
充
分
見
え
る
だ
ら
う
。
運
河
は
先
づ
一
年
は
火
星
を
見
な

い
，
こ
困
難
で
あ
る
が
最
良
の
三
四
吋
望
遠
鏡
を
持
つ
入
は
大
シ
ル
チ
ス
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の
突
端
な
る
最
も
太
い
ニ
ロ
シ
ル
チ
ス
野
饗
の
存
在
に
注
意
さ
れ
旧
い

見
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
此
れ
が
見
え
ね
ば
他
は
絶
望
で
あ
る
。
前
に

記
し
た
如
く
八
月
十
日
前
後
が
夕
方
最
も
面
白
か
ら
う
一
こ
思
ふ
か
ら
充

分
注
意
さ
れ
た
い
又
衝
を
過
ぎ
て
九
月
五
日
頃
に
は
ソ
リ
ス
湖
が
現
れ

る
か
ら
此
の
周
り
は
見
物
で
あ
ら
う
ミ
思
ふ
。

　
衝
の
観
測
に
從
黙
す
る
世
界
的
の
火
星
逆
乱
者
は
次
の
通
り
で
ジ
ャ

マ
イ
カ
島
の
ピ
ケ
リ
ン
グ
氏
の
影
三
野
》
・
・
㎝
8
響
。
に
属
す
る
人
は

　
濠
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．
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以
上
は
一
流
の
観
測
者
で
素
人
で
狽
為
し
て
観
測
す
る
入
は
多
い
が
瞠

り
有
力
な
人
は
無
い
。
飴
り
大
き
な
倍
率
は
使
っ
て
居
な
い
の
に
注
意

さ
れ
た
い
。

　
火
星
を
よ
く
観
察
す
る
に
は
少
な
く
一
こ
も
開
立
は
必
要
で
あ
る
。
叉

饒
程
室
氣
の
よ
い
所
で
な
い
限
り
十
二
吋
以
上
は
大
し
て
役
に
立
た
な

い
。
倍
率
に
し
て
も
二
百
五
十
倍
で
重
要
な
も
の
は
総
て
槻
測
し
得
る

四
百
以
上
は
鯨
り
必
要
で
な
い
。

　
ピ
ケ
リ
ン
グ
氏
の
ン
H
鼠
冨
〉
碧
。
騨
。
に
封
ず
る
槻
測
方
針
は
運
河

に
重
き
を
お
か
す
に
火
星
の
季
締
的
攣
化
に
つ
い
て
“
あ
っ
て
原
則
、
こ

し
て
罪
常
に
確
か
ざ
思
っ
た
外
運
河
は
記
入
せ
な
い
事
に
な
っ
て
居
る

此
れ
は
甚
だ
喜
ば
し
い
事
ご
思
ふ
。
イ
リ
ユ
ー
ジ
オ
ン
の
混
じ
易
き
細

き
運
河
を
記
録
す
る
よ
り
も
表
面
の
色
の
愛
化
G
叉
は
位
置
の
愛
化
著

し
き
運
河
の
太
さ
、
強
者
、
或
は
最
近
に
護
達
し
景
雲
の
観
測
等
の
方

が
興
味
多
く
叉
重
要
で
あ
る
。
よ
く
蓮
河
を
全
然
否
定
す
る
入
が
あ
る

が
細
い
も
の
は
除
き
太
い
明
瞭
な
も
の
は
数
多
の
槻
三
者
に
よ
り
同
じ

位
置
に
認
め
ら
れ
て
隔
る
も
の
で
此
れ
は
何
か
ミ
い
ふ
問
題
は
別
ミ
し

て
否
定
さ
る
べ
き
も
の
で
な
い
。

　
蓮
河
，
こ
は
。
き
阻
の
直
課
で
現
代
の
遊
星
天
文
學
に
於
て
た
穿
輩
に

表
面
上
の
線
様
の
模
様
の
事
を
言
ふ
の
で
ア
ン
ト
ニ
ア
ヂ
氏
の
記
し
た

ω
9
算
を
意
味
す
る
も
の
で
運
河
の
意
で
は
な
い
。
此
れ
が
何
で
あ
る

か
は
後
に
解
決
さ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

　
火
星
の
自
韓
時
間
は
二
十
四
時
三
十
七
分
二
二
・
六
秒
で
あ
っ
て
地

球
の
に
近
い
爲
に
観
測
に
は
都
合
が
悪
い
。
毎
日
左
側
に
新
し
い
部
分

が
少
し
づ
・
表
れ
て
全
面
を
見
る
に
約
四
十
日
か
・
る
。
叉
ア
メ
リ
カ

ε
日
本
「
こ
で
別
な
部
分
し
か
見
ら
れ
な
い
か
ら
小
望
遠
鏡
で
も
槻
測
す

る
建
値
は
充
分
あ
る
。
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O

　
火
足
観
測
に
望
潅
鏡
目
零
氣
の
良
好
な
事
は
常
に
言
は
れ
う
が
三
智

三
三
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の
献
況
が
大
き
な
關
係
を
持
っ
て
居
る
。
此
の
塞
氣
の
状
態
を
世
界
的

に
比
較
す
る
方
法
・
こ
し
て
護
表
さ
れ
九
の
は
。
。
露
払
9
巳
ω
8
8
亀
ω
。
Φ
冒
の

で
あ
る
。
良
き
レ
ン
ズ
の
星
像
は
正
し
く
ア
ジ
ャ
ス
ト
さ
れ
た
時
に
圖

の
如
き
美
し
き
干
渉
像
を
示
す
。
第
旧
流
の
レ
ン
ズ
は
絡
て
此
の
通
り

の
像
を
示
す
σ
し
か
し
此
の
干
渉
像
の
見
え
方
に
よ
っ
て
決
定
す
る
の

で
あ
る
。
決
定
時
に
は
遊
星
同
高
度
の
日
二
等
星
を
見
て
決
定
す
る
。

　
叫
、
星
像
は
通
常
第
三
輪
の
桑
畑
の
二
倍
で
あ
る
。

　
二
、
星
像
は
時
々
第
三
輪
の
直
樫
の
二
倍
み
る
。

　
三
、
星
像
は
ほ
“
第
三
輪
の
直
径
に
等
し
く
中
心
が
明
る
い
。

齢
◎
∴
縮
織
聯
轍
鰻
罎

　
六
、
圓
盤
像
は
常
に
見
え
短
き
弧
は
常
に
見
え
る
。

　
七
、
圓
盤
像
は
時
々
明
瞭
に
見
え
長
き
弧
が
見
え
輪
は
完
全
で
あ

　
　
　
る
Q

　
八
、
圓
盤
像
は
常
に
明
瞭
で
長
き
弧
が
見
え
輪
は
完
全
で
総
て
飼
い

　
　
　
て
居
る
。

　
九
、
輪
は
見
事
に
見
え
内
輪
は
静
止
し
外
輪
は
時
々
静
止
す
る
。

　
十
、
輪
は
総
て
完
全
に
静
止
す
。

一
二
一
二
は
甚
だ
悪
き
シ
ー
イ
ン
グ
四
・
五
は
悪
き
察
、
六
七
は
良
，
八
九

・
十
は
甚
だ
良
い
シ
ー
イ
ン
グ
で
あ
・
る
。

三
四

　
此
の
ス
ケ
ー
ル
は
五
吋
に
失
す
る
も
の
で
竃
馬
に
よ
り
差
が
あ
る
は

無
論
の
事
で
あ
．
る
が
口
径
が
二
倍
に
な
れ
ば
一
一
を
加
え
る
一
、
）
標
準
ス
ケ

ー
ル
ー
こ
比
較
出
來
る
。
十
吋
で
は
十
二
が
最
良
で
あ
る
。
所
で
三
吋
で

九
，
こ
見
て
も
實
は
七
に
し
か
建
っ
て
居
な
い
。

　
京
都
の
シ
ー
イ
ン
グ
は
地
李
線
よ
り
四
＋
度
以
上
で
、
二
半
オ
ツ
ト

エ
ー
で
殆
ん
さ
常
に
干
渉
像
が
見
え
李
均
八
の
ス
ク
ー
ル
に
相
等
し
標

準
ス
ケ
ー
ル
て
五
六
に
湘
済
す
る
。
垂
泣
ハ
イ
デ
で
七
標
準
で
亦
最
良

時
に
は
標
準
で
八
に
達
す
る
。
贈
爵
ツ
ァ
イ
ス
A
で
は
五
、
六
で
標
準

ス
ケ
し
ル
で
六
、
七
で
あ
る
。
七
吋
で
干
渉
像
の
見
え
る
目
は
稀
ら
し

い
が
一
年
に
藪
．
日
九
に
達
す
る
。
先
づ
李
均
六
の
シ
ー
イ
㍗
グ
で
あ
る

所
が
ピ
ク
リ
ン
グ
氏
が
特
に
火
星
観
測
に
選
ん
だ
西
印
度
ジ
ャ
マ
イ
カ

島
に
て
十
一
吋
で
九
、
十
、
十
一
で
あ
る
。
京
都
で
一
年
に
数
日
し
か

な
い
良
シ
ー
イ
ン
グ
よ
り
良
い
室
が
殆
ん
3
侮
日
綾
い
て
居
る
事
に
な

る
。
常
に
京
都
で
二
吋
で
見
た
よ
り
も
静
か
で
あ
ろ
ま
こ
一
こ
に
う
ら
や

ま
し
い
次
第
で
あ
る
。

　
蓮
河
は
與
へ
ら
れ
た
口
径
で
七
以
上
で
な
い
コ
こ
見
難
い
も
の
で
あ
る

六
で
は
困
難
で
あ
る
か
ら
七
吋
で
三
目
に
一
日
位
し
か
な
い
七
の
ス
ケ

ー
ル
で
火
星
の
精
密
観
測
は
園
難
で
あ
る
。
先
づ
京
都
で
は
大
し
た
望

み
は
な
い
。
し
か
し
シ
ー
イ
ン
グ
は
常
に
同
じ
で
な
曳
じ
つ
ご
待
っ
て

居
る
一
こ
時
々
輔
二
秒
急
に
よ
く
な
る
か
ら
絶
望
で
は
な
い
。
此
れ
を
つ

か
ん
で
観
測
す
る
事
は
経
験
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
イ
タ
リ
ー
で
は
明
ら
か
に
シ
ー
イ
ン
グ
が
良
い
檬
で
あ
る
。
マ
ジ
ニ

や
ス
ケ
ア
パ
レ
リ
の
観
測
で
了
解
さ
れ
る
。
（
五
月
十
覧
日
中
村
要
記
）


